





























































































































大拙が遺したことば 幾千万とある 全集だけでも四〇巻もあり、それに入ってい い文献も相
当な量あるとみられる。松ヶ岡文庫には、大拙の膨大な原稿や日記、蔵書がいま も大切に保管されている。世界各地の図書館や個人のもとにある、未だ知られていない記録も るに違いない。それらすべてをじっくり読もうとしたら、たと 一生を費やしても時間が足りない。　
饒舌な父よりも、ことばを遺すことができなかった息子の声 聴きたい。この破綻したようにみ
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偉大すぎる親を持った子の苦悩、ままならぬ子 持った親の葛藤、 「東京ブギウギ」 歌詞を書
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もまえから 本来の自分と 何か」を問うものらし 。本来の自分というも を 親 因果を越えて探せというのだから、やはり禅は親子関係に重きを置かない。夏目漱石
（一八六七―一九一
六）
の小説『門』
（一九一〇）
には、この公案に悩む主人公が描かれている。漱石は、大拙と共通の
師である禅僧・釈宗演
（一八六〇―一九一九）
から、この公案を与えられたことがあるのだろう。
もちろん大拙も、この公 の境地は体験していたはずだ。
禅と親子関係につい 仏教学者の末木文
ふ
美み
士ひこ
（一九四九―
　
）
は、 『日本仏教の可能性』
（二〇
一一）
につぎのような感想を書いている。
　　
『碧巌録』をずっと読んできて概して言えると思うのは、言語の問題を非常に深く追求してい
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